
学校番号 1015 

令和２年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史A 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 『明解 世界史A』 （帝国書院） 

副教材等 グローバルワイド最新世界史図表 （第一学習社出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 世界の各地域の歴史を学び、各地域の歴史的特色や日本とのつながりを学習していきます。そのことによ

り、世界の現在の姿を理解し、将来の生活に役立つような知識と力をつけてほしいです。生きた資料を使い、

楽しく、分かりやすく学習する方法を取り入れます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

世界の歴史の大きな枠組みと展開を、諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解させ、

文化の多様性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって、歴史的思考力を培い、国

際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

歴史的・地理的事象に対

する関心と課題意識を

高め、意欲的に追究する

とともに、国際社会に主

体的に生きる国家・社会

を形成する日本国民と

しての責任を果たそう

とする。 

歴史的・地理的事象から

課題を見いだし、我が国

及び世界の形成の歴史

的過程と生活・文化の地

域的特色を世界的視野

に立って多面的・多角的

に考察し、国際社会の変

化を踏まえ公正に判断

して、その過程や結果を

適切に表現している。 

歴史的・地理的事象に関

する諸資料を収集し、有

用な情報を適切に選択

して、効果的に活用し、

それをもとに自らの理

解を表現する。 

我が国及び世界の形成

の歴史的過程と生活・

文化の地域的特色につ

いての基本的な事柄を

理解し、その知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 

・ワークシート 

・定期テスト 

 （資料の読み取り） 

 

・学習状況の観察 

・ワークシート 

・定期テスト 

 （資料の読み取り） 

・史資料の読み取り 

 

・学習状況の観察 

・ワークシート 

・フィールドワークレポ

ート 

・史資料の読み取り 

・発表の評価 

・学習状況の観察 

・ワークシート 

・定期テスト 

・史資料の読み取り 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期
中
間 

世
界
史
へ
の
い
ざ
な
い 

 
 自然環境と歴史，日本

の歴史と世界の歴史

のつながりにかかわ

る適切な主題を設定

し，考察することで地

理と歴史への関心を

高め，世界史学習の意

義に気づかせる。 

〇 〇  〇 a:歴史の舞台としての自然環境や日

本列島の中にみられる世界との関

係・交流について関心を高め，意欲的

に追究している。 

b:自然環境と歴史，日本と世界史つな

がりについて考察し，判断した過程や

結果を適切に表現している。 

c:地図や写真を読み取る活動，年表や

地図に表現するなど，世界史学習の基

本的技能を身につけている。 

d:自然環境と人間の活動，日本と世界

が関連していることに気づいている。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業参加 

 

世
界
の
一
体
化
と
日
本 

 

人類の登場と，農耕・

牧畜による食料生産

を基礎にして, 人類

が文明を築き, 歴史

時代へはいっていく

ありさまを地域ごと

に概観し，各地域世界

が形づくられていく

過程を理解する。 

○ ○ ○ ○ a:人類の進化と文明の特徴を理解し、

人種や民族、語族の概念に関心を持っ

て学習しようとしている。 

b: 自然環境と歴史，日本と世界のつ

ながりについて考察し，判断した過程

や結果を適切に表現している。 

c: 地図や写真を読み取る活動，年表

や地図に表現するなど，世界史学習の

基本的技能を身につけている。 

d:人類の進化、文明の成立、人類と言

語の分化に関する基本的な知識を身

につけている。 

 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業参加 

 

東
ア
ジ
ア
の
文
明 

1節 東アジアの文明 

東アジアの風土と諸

民族，封建制度，漢字

文化圏，儒教思想，律

令体制，文治主義，冊

封体制などを通して，

日本を含む東アジア

の文明の特質を理解

する。 

特定の歴史上の人物

の学習を通じ、歴史の

ダイナミズムを感じ

る。 

 

 

〇 〇  〇 a: 東アジアの風土・生活・言語・思

想などについて関心を高め，意欲的に

追究するとともに，歴史上の人物につ

いてイメージを持ち、東アジアの特質

について考えようとしている。 

b:考察し，判断した過程や結果を適切

に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d: 日本を含む東アジアの文明の特質

(封建制度，漢字文化圏，儒教思想，

律令体制，文治主義，冊封体制など)

を構造的視野から把握し，基本的知識

を身につけている。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 



南
ア
ジ
ア
の
文
明 

南アジアの風土と諸

民族，カースト制，仏

教，ヒンドゥー教，イ

スラームの影響など

を通して，南アジアの

文明の特質を理解す

る。 

○ ○  ○ a:南アジアが，宗教と社会制度を共通

の基盤として一つの社会が形づくら

れたことについて関心を高め，意欲的

に追究するとともに，南アジアの特質

について考えようとしている。 

b:考察し，判断した過程や結果を適切

に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d:南アジアの文明の特質(カースト

制，仏教，ヒンドゥー教，イスラーム

の影響など)を構造的視野から把握

し，基本的知識を身につけている。                                                     

 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

前
期
末 

   

東
南
ア
ジ
ア 

自然環境や地理的位

置に着目し，インドと

中国のはざまにある

ため，両文明の影響を

受けながら，それぞれ

の地域で多様な社

会・文化を築いていっ

た東南アジアの特質

を理解する。 

○ ○  ○ a:東南アジアの風土・生活・文化など

について関心を高め，意欲的に追究す

るとともに，東南アジア世界の特質に

ついて考えようとしている。              

b:東南アジアが独自の文化を生み出

したことについて考察し，判断した過

程や結果を適切に表現している。 

c:東南アジアに関する資料を収集し，

適切に活用する技能を身につけてい

る。 

d:東南アジアの特質(都市や港市のネ

ットワークなど)を構造的視野から把

握し，基本的知識を身につけている。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

夏休み課題として、 

ここまで学習したこ

とをふまえ地域の史

跡を訪ね歴史的イメ

ージを作る。 

○  ○ 

 

○ a: 実地見聞により歴史に対する興

味・関心を高める。 

b: 意欲的に歴史的イメージを構築す

る。 

c:フィールドワークにより、資料を読

み取る技能を身につける。 

d:身近な地域の中に歴史の学習課題

を見つける。 

 

フィールド

ワークレポ

ート 

 



西
ア
ジ
ア
・ 

北
ア
フ
リ
カ
の
文
明 

西アジア・北アフリカ

の風土と諸民族，オリ

エント文明・イラン文

明の伝統にふれ,基層

となる西アジアの特

徴を把握し，イスラー

ムの成立と拡大・分裂

などを通して，西アジ

ア・北アフリカの文明

の特質を理解する。 

 

 

 

 

 

○ ○  ○ a:西アジア・北アフリカが，さまざま

な遊牧民，農耕民，交易民により形成

され，拡大したことについて関心を高

め，意欲的に追究するとともに，西ア

ジア・北アフリカの特質について考え

ようとしている。 

b:考察し，判断した過程や結果を適切

に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d:西アジア・北アフリカの成立とその

特色，地域的な拡大と独自の世界の形

成について，イスラーム国家の柔軟性

やムスリム商人の役割などを把握し，

基本的知識を身につけている。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明 

  

ヨーロッパの風土と

諸民族，ギリシア・ロ

ーマ文明の伝統，キリ

スト教の発展，封建社

会などを通して，ヨー

ロッパの文明の特質

を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○  ○ a:ヨーロッパの風土・生活・文化など

について関心を高め，意欲的に追究す

るとともに，ギリシア・ローマ文明の

伝統とキリスト教によって一つの文

明を形成したヨーロッパの特質につ

いて考えようとしている。 

b:考察し，判断した過程や結果を適切

に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。                                     

d:ヨーロッパの文明の特質(ギリシ

ア・ローマ文明の伝統，キリスト教の

発展，封建社会など)を構造的視野か

ら把握し，基本的知識を身につけてい

る。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

 
南
北
ア
メ
リ
カ
の
文
明 

南北アメリカ大陸の

風土と先住民にふれ，

ヨーロッパが進出す

る以前の南北アメリ

カ大陸において独自

の文化が築かれてい

たことを理解する。 

○ ○  ○ a:南北アメリカの大陸の風土と先住

民，独自の文明に対する関心を高め，

意欲的に追究するとともに，南北アメ

リカの文明の特質について考えよう

としている。 

b:南北アメリカの文明の特質を考察

し，判断した過程や結果を適切に表現

している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d:南北アメリカの文明の特質を構造

的視野から把握し，基本的知識を身に

つけている。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 



ユ
ー
ラ
シ
ア
の
交
流
圏 

ユーラシアの内陸及

び海域のネットワー

クを背景に，諸地域間

の交流が進み，ユーラ

シア規模の交流圏が

成立していくようす

を交易品などの事例

を通して巨視的かつ

視覚的に把握し，相互

の文化受容の進展に

ついて理解する。 

○ ○  ○ a:ユーラシア規模の交流圏の成立と

それを支えた内陸および海域(都市や

港市)のネットワークに対する関心を

高め，意欲的に追究し，考えようとし

ている。 

b:考察し，判断した過程や結果を適切

に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d:ユーラシア規模の交流圏の成立と

それを支えた内陸および海域(都市や

港市)のネットワークを把握し，基本

的知識を身につけている。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

後
期
中
間 

一
体
化
に
向
か
う
世
界 

繁
栄
す
る
ア
ジ
ア 

アジアのティムー

ル・オスマン・ムガ

ル・明・清などの諸帝

国の政治と社会にふ

れ，この時期に安定し

た支配と経済の繁栄

を背景に，文化も黄金

時代を迎えたことを

理解する。 

 

 

○ ○  ○ a:成熟期を迎えたアジアの諸帝国に

対する関心を高め，意欲的に追究し，

その特色について考えようとしてい

る。 

b:考察し，判断した過程や結果を適切

に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d:成熟期を迎えたアジアの諸帝国の

特色を理解し，その知識を身につけて

いる。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

大
航
海
と
新
た
な
国
家
の
形
成 

 

ルネサンスと宗教改

革，新航路の開拓など

にふれ，16世紀頃から

始まった世界の一体

化への動きと新たな

ヨーロッパのわく組

みとなった主権国家

体制の形成について

理解する。  

 

 

 

 

 

 

 

○ ○  ○ a:16～18 世紀にかけてのヨーロッパ

世界の動向，社会・文化の特質，アメ

リカ・アフリカに対する関心を高め，

意欲的に追究し，考察しようとしてい

る。 

b: 1 考察し，判断した過程や結果を

適切に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d:ヨーロッパではルネサンスと宗教

改革，新航路の開拓を経て主権国家体

制が形成され，アメリカではヨーロッ

パ人による征服と入植・開発が先住民

社会の変質を余儀なくしたこと，また

アジア貿易への参入やメキシコ銀の

流入がヨーロッパ経済の成長と転換

をもたらしたことを把握し，その知識

を身につけている。 



欧
米
の
工
業
化
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
動
揺 

ヨーロッパとアメリ

カの諸革命 

 

アメリカ諸国の独立，

フランス革命，産業革

命，拡大する貿易活動

などを通して，西ヨー

ロッパとアメリカに

産業社会が成立し，市

民社会および国民国

家の形成が進行した

ことを理解する。 

 

 

○ ○  ○ a: 18 世紀後半から 19 世紀にかけて

のヨーロッパとアメリカの諸革命に

対する関心を高め，意欲的に追究し，

社会の産業化と国民国家の形成によ

り近代世界が確立したことについて

考えようとしている。 

b:諸革命を考察し，社会の産業化と国

民国家の形成により近代世界が確立

したことを判断して，一連の思考の過

程を適切に表現している。 

c:諸革命に関する資料を収集し，適切

に活用して，社会の産業化と国民国家

の形成により近代世界が確立したこ

とを考察する技能を身につけている。 

d:諸革命について理解し，その知識を

身につけている。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

 

自
由
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
進
展 

19 世紀後半のヨーロ

ッパ，アメリカ社会を

通して，自由主義とナ

ショナリズムが進展

していくようすとア

メリカの発展につい

て理解する。 

 

 

 

 

○ ○  ○ a: 1848年を転換点として，自由主義

とナショナリズムが進展したことに

対する関心を高め，意欲的に追究し，

考えようとしている。 

b: 自由主義とナショナリズムが進展

したことについて考察し，判断した過

程や結果を適切に表現している。 

c: 自由主義とナショナリズムが進展

したことに関する資料を収集し，適切

に活用する技能を身につけている。 

d: 自由主義とナショナリズムが進展

したことを理解し，その知識を身につ

けている。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

ア
ジ
ア
諸
国
の
動
揺 

オスマン帝国の弱体

化やムガル帝国の崩

壊などを通して，世界

市場の形成を背景に

したヨーロッパ諸国

のアジア進出とアジ

ア諸国の状況，植民地

化や従属化の過程で

の抵抗と挫折，伝統文

化の変容など，アジア

諸国の動揺のようす

を理解する。  

○ ○  ○ a: アジア諸国の内部で進行していた

変化と，ヨーロッパの進出によって引

き起こされた変貌に対する関心を高

め，意欲的に追究するとともに，その

特質について考えようとしている。 

b: 考察し，判断した過程や結果を適

切に表現している。              

c: 資料を収集し，適切に活用する技

能を身につけている。 

d: 世界市場の形成を背景にしたヨー

ロッパ諸国のアジア進出とアジア諸

国の状況，植民地化や従属化の過程で

の抵抗と挫折，伝統文化の変容など，

アジア諸国の動揺を理解し，その知識

を身につけている。  

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 



東
ア
ジ
ア
の
大
変
動 

アヘン戦争やアロー

戦争などの西洋の衝

撃により，冊封＝朝貢

体制に基づく東アジ

アの伝統的な国際秩

序が崩壊していく過

程を通して，ヨーロッ

パ諸国の東アジア進

出と東アジア諸国の

状況，半植民地化や従

属化の過程での抵抗

と挫折，その中での日

本の対応など，東アジ

アの大変動を理解す

る。 

○ ○  ○ a: 東アジア諸国の内部で進行してい

た変化と, ヨーロッパの進出によっ

て引き起こされた変貌に対する関心

を高め，意欲的に追究するとともに，

その特質について考えようとしてい

る。 

b: 考察し，判断した過程や結果を適

切に表現している。 

c: 資料を収集し，適切に活用する技

能を身につけている。 

d:ヨーロッパ諸国の東アジア進出と

東アジア諸国の状況，半植民地化や従

属化の過程での抵抗と挫折，その中で

の日本の対応など，東アジアのようす

を理解し，その知識を身につけてい

る。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

後
期
末 

 

地
球
社
会
と
日
本 

現
代
世
界
の
芽
ば
え
と
世
界
大
戦 

交通革命，マス=メデ

ィアの発達，企業や国

家の巨大化，社会の大

衆化と政治や文化の

変容，公教育の普及と

国民統合などを通し

て，20世紀という時代

の特質を把握すると

ともに，欧米諸国によ

るアジア・アフリカの

植民地化をめぐる競

合と人口移動から，世

界の支配・従属関係を

伴う一体化と社会の

変容を理解する。  

○ ○  ○ a: 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけ

て，欧米諸国や日本などにみられた社

会の急激な変化と19世紀の世界の一

体化に対する関心を高め，意欲的に追

究するとともに，その特質を人類史的

視野から考えようとしている。 

b: 考察し，判断した過程や結果を適

切に表現している。 

c: 資料を収集し，適切に活用する技

能を身につけている。 

d:産業構造の変化や大量消費社会・大

衆社会の始まりなど，20世紀という時

代の特質を人類史的視野から把握す

るとともに，欧米諸国によるアジア・

アフリカの植民地化をめぐる競合と

人口移動から世界の支配・従属関係を

伴う一体化と社会の変容を理解し，そ

の知識を身につけている。  

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 



 

第一次世界大戦と総

力戦としての様相，ロ

シア革命，ソヴィエト

連邦の成立，戦争と革

命による国際秩序の

変化，アメリカの大衆

生活とその波及を通

して，20世紀初頭の変

化の様相を理解する。 

○ ○  ○ a: 第一次世界大戦の原因と性格，平

和の意義などに対する関心を高め，意

欲的に追究するとともに，20 世紀初

頭の変化の様相について考えようと

している。 

b: 一連の思考の過程を適切に表現し

ている。 

c: 資料を収集し，適切に活用する技

能を身につけている。 

d: 第一次世界大戦の原因と性格，ロ

シア革命の展開とそれが世界に与え

た影響，戦争と革命による国際秩序の

変化，国際協調とヴェルサイユ体制，

アメリカ的生活様式の資本主義社会

への普及について理解し，その知識を

身につけている。 

 

・定期考査 

・ビデオレ

ポート 

・発問評価 

・授業態度 

 

 

インド・中東および東

アジアの民族運動を

通して，"民族自決"を

求めたアジアのナシ

ョナリズムの動きを

理解する。 

○ ○  ○ a: インド・中東および東アジアの民

族運動に対する関心を高め，意欲的に

追究するとともに，"民族自決"を求め

たアジアのナショナリズムの動きに

ついて考えようとしている。 

b: "民族自決"を求めたアジアのナシ

ョナリズムの動きについて考察し，一

連の思考の過程を適切に表現してい

る。 

c: 資料を収集し，適切に活用する技

能を身につけている。 

d:第一次世界大戦後，インド・トル

コ・中国などの民族運動が大衆的基盤

をもち，アジア諸民族の動向が世界史

の新しい潮流をつくり出したことを

理解し，その知識を身につけている。 

 

・定期考査 

・ビデオレ

ポート 

・発問評価 

・授業態度 

 

 

経
済
危
機
か
ら
第
二
次 

世
界
大
戦
へ 

 
 

第二次世界大戦の原

因や総力戦としての

性格，それらが及ぼし

た影響を理解し，平和

の意義などについて

考察する。前節とあわ

せて 20 世紀前半の国

際政治の流れを概観

し，国際関係の変遷と

社会の特質を理解す

る。 

○ ○ ○ ○ a:世界恐慌と資本主義の変容，20 世

紀前半の国際政治の流れ，第二次世界

大戦の原因や性格などに対する関心

を高め，意欲的に追究するとともに，

現代の戦争の特質と平和の意義につ

いて考え，国際社会に生きる日本人と

しての自覚をもとうとしている。 

b:考察し，判断した過程や結果を適切

に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。                                       

d:理解し，その知識を身につけてい

る。 

・定期考査 

・ビデオレ

ポート 

・発問評価 

・授業態度 

 



冷
戦
か
ら
地
球
社
会
へ 

冷
た
い
戦
争
の
時
代 

 

第二次世界大戦後の

米ソ両陣営の対立，ア

ジア・アフリカの民族

運動と植民地支配か

らの独立を理解し，核

兵器問題やアジア・ア

フリカ諸国が抱える

問題などについて考

察する。 

○ ○ ○ ○ a: 第二次世界大戦後の米ソを中心と

する両陣営間の対立や，アジア・アフ

リカ諸地域でみられた民族独立運動

の展開，平和共存と多極化の進展など

を通して，1970 年頃までの世界の大

きな動向について関心を高め，意欲的

に追究し，考え，国際社会に生きる日

本人としての自覚をもとうとしてい

る。 

b:考察し，判断した過程や結果につい

て適切に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d:理解し，その知識を身につけてい

る。 

・定期考査 

・ビデオレ

ポート 

・発問評価 

・授業態度 

 

冷
戦
終
結
へ
の
道
の
り 

  

1970 年代以降は市場

経済の世界化をはじ

め，米ソのゆらぎや冷

戦の終結などから，世

界が大きく変容し，今

日に至っていること

を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a:市場経済の世界化，米ソのゆらぎや

冷戦の終結などから，1970 年代以降

の世界の大きな変容に対する関心を

高め，意欲的に追究し，考え，国際社

会に生きる日本人としての自覚をも

とうとしている。 

b:考察し，判断した過程や結果につい

て適切に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d:市場経済の世界化，米ソのゆらぎや

冷戦の終結などから，1970 年代以降

の世界の大きな変容について理解し，

その知識を身につけている。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

地
球
社
会
へ
の
歩
み 

冷戦終結後の世界の

政治・経済の動向につ

いて理解するととも

に，日本が世界の諸

国・諸地域と多様性を

認め合いながら共存

する方向を模索し，こ

れからの国際社会に

おける日本の役割に

ついて考察する。 

○ ○ ○ ○ a:冷戦終結後の世界の政治・経済の動

向について関心を高め，意欲的に追究

するとともに，これからの国際社会に

おける日本の役割，日本が世界の諸

国・諸地域と多様性を認め合いながら

共存する方向について考え，国際社会

に生きる日本人としての自覚をもと

うとしている。 

b:考察し，判断した過程や結果につい

て適切に表現している。 

c:資料を収集し，適切に活用する技能

を身につけている。 

d:理解し，その知識を身につけてい

る。 

・定期考査 

・ワークシ

ート作成 

・発問評価 

・授業態度 

 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目

において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 


